学校マネジメントと校長のリーダーシップ : 実践の歩みを振り返る by 巨田, 尚彦






年）～1998 年（平成 10 年）５年間の県教育研究





成 13 年）～2004 年（平成 16 年）の４年間は２校
の公立高等学校校長、さらに 2006 年（平成 18 年）











































の後 2000 年（平成 12 年）には中央教育審議会が
「新しい時代における教養教育の在り方につい













































１ . ファースト ステージ                       
   －私学教育を通して学校教育の広さを学ぶ－  
（１）大学での勤務  
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 （２） 附属高等学校での初年度   
a.校長職を受諾する 
















































































































































































































































































































































  きしているので、さらに詳細について自ら出向 




  コミュニケーションをとる。  
⑤生徒の教育環境、教室、特別室、体育館、武道  
  館、グランド、野球場、生徒寮などをつぶさに  
  見学して生徒の活動を直接見て、コミュニケー  



































































































動においては、「まず F 大学附属 F 高校生であれ」
??????　Vol.7
























































以下は、赴任 1 年目後期の校長訓辞の内容である 
























































































ばない人の比率が、0.1 対 1 対 8.9 であるという驚
くべき比率が示されています。すなわち 100 人い
















































































   デザイン、情報コース  
工業科：２年次から、電気、コンピュータ、建築、 
     土木、機械システムコース  
    １年次から、自動車コース  
衛生看護科：５年一貫教育スタート、衛生看護専 















































































































































































2.ファースト ステージからセカンド ステージへ 
  －学校改革に向けて－  
（１） 附属中学校の校長も兼務  



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































g. 「実績めざましいスポーツや文化芸術の柱」  

















































































































































 「２００８教育アクションプログラム」を策定し  
 てより具体的な目標を共有する。  
・生徒用、保護者用のダイジェスト版を作成し広  




  校の学校評価事業を、学校力向上のために活用  
  する。 
・教育活動に繋がる評価を行う。  
 
３ . 飛躍のセカンド ステージに向けて     































通   科の柱 
(2)伝統があり評価をいただいている工業科と衛
生   看護科の専門系の柱 
(3)学校の大きなエネルギーとなる実績めざまし
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に、第５９回 F 大学附属 F 高等学校並びに第１１
回衛生看護専攻科の卒業証書授与式を挙行いたし
???????????????????（?????）




























































 「光は躍る北陸の 空に希望の眉あげて ああ
世を拓く新しき 技をひたすら学びゆく われら
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(２) 学校マネジメントと校長のリーダーシップ 








































② 「校長が変われば学校が変わる」は数多くの実  




















  所を知るを要せず。  
一. 己が好みに合う者のみを用ふる勿れ。  
一. 小過を咎むる要なし、ただ、事を大切になさ 
ば可なり。 
一. 用ふる上は、そのことを十分に委ぬべし。  
一. 上にある者、下の者と、才智を争ふべからず。 
一. 人材は、必ず、一癖あるものなり。器材なる 
  が故なり。癖を捨つべからず。  
一. かくして、上手に人を用うれば事に適し、時  
  に応ずる人物、必ずこれにあり。   
一. 小事を気にせず、流れる雲のごとし。     
                    （荻生徂徠 徂徠訓） 












































































































































１「学習する組織 システム思考で未来を創造する」ピーター・M・センゲ                       
              枝廣淳子 小田理一郎 中小路佳代子 訳          英治出版 
２「コミュニティ・オブ・プラクティス」エティエンヌ・ウェンガー、  
               リチャード・マクダーモット、ウイリアム・Ｍ・スナイダー  
               野村恭彦 監修／野中郁次郎解説／櫻井祐子訳                翔泳社 
３「省察的実践とは何か プロフェッショナルの行為と思考」 ドナルド・A・ショーン 
             柳沢昌一 三輪健二 監訳                             鳳書房 
４ 福沢諭吉選集 第三巻「学問のすすめ 学問の独立 ほか」   福沢諭吉          岩波書店 
５「対話 人間の建設」      岡潔 小林秀雄                                   新潮社 
６「言志四録（一）～（四）」  佐藤一斎著 川上正光全訳注 講談社学術文庫       講談社 
７「教師の資質 」        諸富祥彦         朝日新書            朝日新聞出版社 
８「教育力」                   齋藤 孝     岩波新書               岩波書店 
９「教育の力」               苫野一徳             講談社現代新書         講談社 
10「学び続ける力」             池上 彰               講談社現代新書                 講談社 
11「先生」                      池上 彰 編      岩波新書               岩波書店 
12「学ぶ意欲の心理学」         市川伸一               PHP 新書                PHP 研究所 
13 「中高一貫校」             日能研進学情報室             筑摩新書                  筑摩書房 
14 「私塾のすすめ ここから創造が生まれる」 齋藤 孝 梅田望夫   筑摩新書          筑摩書房 
15 「念ずれば花開く」             坂村真民                                     サンマーク出版 
16 「読書からはじまる」           長田 弘                                          NHK 出版 
17 「16 歳の教科書 なぜ学び、なにを学ぶのか」  7 人の特別講義                           講談社 
18 「政談」          荻生徂徠  尾藤正英抄訳  講談社学術文庫          講談社 
19 「学力とは何か」        中内敏夫     岩波新書               岩波書店 
20 「知力と学力－学校で何を学ぶか－」 波多野誼余夫 稲垣佳代子 岩波新書             岩波書店 
21 「学力があぶない」         大野 晋 上野健爾    岩波新書         岩波書店 
22 「教師教育改革に関する資料集１、２、３」  福井大学大学院教育学研究科学校改革実践研究コース編  
23 「教師教育研究 VOL.４」 P45～P73    (巨田尚彦)   福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻編  
24 「教師教育研究 VOL.５」 P129～P164 (巨田尚彦)   福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻編  
25 「教師教育研究 VOL.６」 P141～P170 (巨田尚彦)   福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻編  
???????????????????（?????）
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